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F  -27   衣・ 食生冶 管理 にお ける問題 点‐ 学童保育に､つい７の総 合研 究 （4 ）

長崎丈了短 大o 大坪 藤代　 梅本叔 子　銀骨 町弘子　 法田 公^　 他 ぢ石

目的・方法 （1},C2 ）に同じ 。特 口

面々左婦 専業<r> 母親 と共 働きの母親 との闇にと’■ o よ い￥義 心＼あ%  りヽ 、そ<7) 閥題ま､& 明

らかにt  るこc  &  目的 とする・

耗 累　 し 衣生治 面に ついて　　 ①子供服に左とし１既製服 を利 用す る心ヽご`う々ヽは

■ 母親 川動いているかむう力ヽより ←も陥漕 巻の方が犬さい・t  な わりホワ-i   トカラ ー層

よリルアル ーカラー層 の方 が既製凧利用専ヵぐ高い・② ねIt きの着 心` -i Iこ・ い ては. 障

層別にa フ･ヽル一刀ラー層 、丑親の職 業別匹 及有職遍 にばダ らず しi) 着おは ない子訊 が`

Ｇ四 半数卜 達 しマい る. ③洗 たく時 研につい ては-   家庭[こい る血婦 の大ツ数 が朝 のう

ちにすませ ているのに対 して 、共働 きの母親 の？く び哀 お よび`入浴時(こ行 ってい る。

2   .食生他 面にっいて　　 ○食昌購入 ■ 献 立な ど` Iの食生酒gllこおいては 、尺

部分母親の責仕のAj とにな されズい るが. 共働 き家｡庭 では佑 于他 。家族 に依身 する卑

ぶ高い. ② 買物は大夕数 が習慣的に毎 回行っている 。今 のt こう食＆ のa  とダ）買いの

習慣 はない 。③おやっにっいT  13. ■過 平数 がI a  I 回で■ あるが 、残 りの半数 が与£う

回数 を浹 めていな い・ご のz  とは躾 および見 境 の食事に影 響 を与えるごと大-t-ヽめ%  。

④夕食時雁族 がそろうかにっいては 、過半数 が全貝そろい. 又阿層別の義 七あ まりな

い・ こ(7)   ＝と は　職場 いt 宅と｡がit接 レX いる地方糾市 の示付 によるところ が`丸 きい

と恩幻れる 。

F－28   姓ダ を中･ei k する児童 。生活 費態 －学竜保育K   つ 、て・ 轍 刹 矛兜 氏）

長崎 か子短 火o 松島悦 子　 向井喜代 。有 田敏子　 豆ヽsザ チ　他 ぢ名

目的　 川 川司r  . 特r- 児会。盆cA 場ヽ 。学童保育 施設 っ■■<   '1  ・Tこめに、学
－

、遠 μ゙、

けい こご となどの面 か ら児童カv放課 碑 公ヽのように生活1 てぃ るヵヽ の現状 左明 ら*ヽ にす

ること包目的 とす-5 .

か法 （卜 （幻に同じ 。　　　　　　　　　　　　　　 １
板 果　 本調胤 。鈴果。小学>i- 唱皇n 多人数 で噴 、塙灯i 走!) まわ 、て這 ぶ遊(X-   C  自

転車, ～?  。う. サッカ ー、 ﾄ≒゙ ナ ボー)レt£ ど ）左非常K 好 ん でヽ . > るこ ふれあか、U

特にあ学年 男子では この早求 ■*＼'強 、>。とこう 球漸際 に遊え でいる場 侑色 見るk 多くり

引 共が 、家 の中. 庭-  自記前・ 追路 などとなってお り.    と うてい 子伏 の炊 寸
祠

でリ ず,   蒙 の中て"<n一人遊M'' やぶ、、比率 を占゙ わてお り、 テレビ視聴時間i 予想以上に

長 い。こり状 態は 児i り遊 乙へヽヽの飲求 が蕩 々:れていないこ と包示I ている.　 こ<n え･よ

児i:・ 学外生活 でヽの大 恩な閤題 てヽヽある。
次 にコ アい こごと左 見^ と.   高竿年･こり るほど何 らかのけい こごと左I ている。特

に習ヤ 、そろげんなど が多 くけ べヽ さ小でい る。学習塾 に通 って いる児童､lｲ＆学午 で

はあ ま'j 見らおないが、高学午 では かなり和 ・ヽ
まu

ヽけ い
こご とぶik う日数 古通6  日ヒ うヽ 非常 に多し-^:の^ あ り、ｲ申川 吟Oヽ k 盆

ぶ へべ 発繋盛 りｏ 放課後 生活 。あ') ガ ヒｔて問題 でヽあろう。


